
近
年
、
情
報
化
や
少
子
高
齢

化
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様

化
と
い
っ
た
社
会
構
造
の
変
化

が
進
み
、
環
境
問
題
や
自
然
と

の
ふ
れ
あ
い
、
防
災
な
ど
に
対

す
る
国
民
の
関
心
は
高
ま
り
を

見
せ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
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て
、
一
定
の
中
・
長
期
的
な
目

標
の
も
と
で
の
緑
地
の
保
全
・

創
出
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
都
市
計
画
制
度
に
問
ら

わ
れ
ず
、
都
市
レ
ベ
ル
の
緑
地

か
ら
個
人
の
宅
地
内
の
緑
に
至

る
ま
で
、
官
民
一
体
で
の
総
合

的
な
施
策
の
展
開
が
重
要
で
す
。

同
時
に
、
広
く
市
民
や
事
業
者

の
協
力
を
得
な
が
ら
推
進
す
る

た
め
に
、
普
遍
的
に
合
意
・
認

知
さ
れ
、
社
会
に
受
け
入
れ
ら

れ
る
計
画
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
平

成
六
年
に
都
市
緑
地
保
全
法
が

改
正
さ
れ
、
緑
地
の
適
正
な
保

全
及
び
緑
化
の
推
進
に
関
す
る

施
策
を
総
合
的
・
計
画
的
に
実

施
す
る
た
め
、
そ
の
目
標
と
実

現
の
た
め
の
施
策
な
ど
を
策
定

す
る
「
緑
地
の
保
全
及
び
緑
化

の
推
進
に
関
す
る
基
本
計
画
」

（
以
下
「
緑
の
基
本
計
画
」
）

制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
緑

の
基
本
計
画
に
お
い
て
は
、
市

民
に
最
も
身
近
な
市
町
村
に
よ

る
、
自
主
性
と
創
意
を
生
か
し

た
、
緑
あ
ふ
れ
る
都
市
形
成
の

た
め
の
総
合
的
な
計
画
と
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
宇
治
市
み
ど
り
の
基
本
計
画
」

は
こ
の
制
度
に
よ
り
策
定
さ
れ

た
も
の
で
す
。

『
緑
』
が
主
に
樹
木
や
草
花

な
ど
の
植
物
を
指
す
の
に
対
し

て
、　
『
み
ど
り
』
は
緑
と
一
緒

に
あ
る
道
路
、
鉄
道
用
地
、
公

園
、
農
地
、
社
寺
、
古
墳
、
ひ

ろ
ば
や
水
辺
な
ど
の
多
様
な
オ

ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
も
表
し
、
緑

と
一
体
と
な
っ
て
良
好
な
環
境

を
形
成
す
る
も
の
も
含
め
ま
す
。

『
緑
』
が
狭
義
で
あ
る
の
に

対
し
、　
『
み
ど
り
』
は
そ
れ
ら

を
含
む
広
義
な
も
の
と
な
り
ま

す
。う

る
お
い
の
あ
る
み
ど
り
豊

か
な
都
市
環
境
の
形
成
に
向
け

て
中
間
年
次
を
平
成
二
十
二
年

と
し
、
最
終
年
次
を
平
成
三
十

二
年
と
し
て
い
ま
す
。

◎
緑
地
の
確
保
目
標
…
市
街
地

の
面
積
に
対
し
て
緑
地
面
積
を

30
％
と
し
ま
す
。

◎
都
市
公
園
な
ど
の
確
保
目
標

…
市
域
内
に
お
け
る
市
民
一
人

当
た
り
の
「
都
市
公
園
等
」
の

面
積
を
二
十
平
方
メ
ー
ト
ル
と

し
ま
す
。

※
「
緑
地
」
は
み
ど
り
の
う
ち

法
規
制
な
ど
に
よ
り
担
保
性
・

永
続
性
を
有
す
る
も
の
。　
「
都

市
公
園
等
」
は
緑
地
の
う
ち
都

市
公
園
と
公
共
施
設
緑
地
を
合

わ
せ
た
施
設
系
の
緑
地

みどりの基本計画

特　　集　　号

『みどりづくり』は三者の協働

（パートーナーシップ）

私
た
ち
の
ま
ち
宇
治
は
、

宇
治
川
の
美
し
い
流
れ
と
、

み
ど
り
豊
か
な
山
々
を
背
景

に
、
古
く
か
ら
風
光
明
媚
な

山
紫
水
明
の
地
と
し
て
栄
え

て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
歴
史
的
環
境
や
自
然

環
境
を
保
存
し
、
後
世
に
引

き
継
い
で
い
く
こ
と
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
ま
た
、
自
然
と
の
ふ
れ

あ
い
、
防
災
に
対
応
し
た
都

市
づ
く
り
か
ら
も
み
ど
り
の

重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
、
都

市
空
間
に
お
け
る
み
ど
り
の

役
割
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ

の
計
画
は
、
宇
治
市
緑

化
推
進
計
画
を
継
承
し
た
、

み
ど
り
の
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
の
基
本
計
画
で
あ
り
、
宇

治
市
総
合
計
画
の
都
市
像
で

あ
る
「
み
ど
り
ゆ
た
か
な
住

み
た
い
、
住
ん
で
よ
か
っ
た

都
市
」
の
実
現
に
向
け
て
、

二
十
一
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
、

み
ど
り
と
う
る
お
い
の
あ
る

環
境
を
創
造
す
る
体
系
的
・

総
合
的
な
施
策
を
計
画
的
に

推
進
す
る
た
め
の
指
針
と
し

て
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
に
よ
っ
て
、
み

ど
り
に
関
す
る
施
策
の
一
層

の
充
実
を
図
り
、
こ
れ
ら
の

施
策
を
市
民
・
行
政
・
事
業

者
等
の
協
働
作
業
と
し
て
、

積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
る

所
存
で
す
の
で
皆
様
の
一
層

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

こ
の
計
画
は
、
宇
治
川
を
は
じ
め
山
林
や
農
地
な
ど
の

環
境
・
景
観
資
源
、
神
社
仏
閣
や
宇
治
陵
な
ど
の
歴
史
・

文
化
資
源
と
い
う
豊
か
な
『
み
ど
り
』
を
背
景
と
し
て
、

体
系
的
な
施
設
緑
化
な
ど
も
考
え
て
、
都
市
公
園
の
長
期

的
・
総
合
的
な
計
画
に
主
眼
を
置
い
た
『
み
ど
り
』
全
般

の
計
画
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
平
成
十
三

年
三
月
に
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
こ
の
計
画
内
容
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

公
園
緑
地
課

問

公共施設緑地（植物公園）

歴史と文化が自然に溶けこんだみどり



宇治市のみどりの概況を踏まえて基本理念『豊かな山河の

自然、誇れる歴史文化、新たに創るみどり、そして人の共存

する都市』を定め、今後のみどりのまちづくりの方向性を示

します。

この基本理念は、自然と歴史文化の資源を保全・活用しな

がら、新しいみどりの創出に努め、宇治市らしい都市（まち）

づくりと、人とみどりのより良い共存を目指すことを示して

います。これをみどりづくりの合い言葉としています。

「宇治市みどりの基本計画」は、平成５年３月に策定した

「宇治市緑化推進計画」を基本とし、宇治市の市民・事業者・

行政が協力して進める、すべてのみどりに関する総合的な計

画です。

基本理念とみどりのまちづくり

保全の施策への関わり

宇治市の骨格となる重要な緑地や
みどりの拠点の保全に向けた施策

宇
治
市

公
園
公
社

京
都
府

国

市
　
　
民

事
業
者
等

東部山地の辺縁部

歴史文化資源

巨椋池干拓地や茶園

法・条例による規制の維持・活用
農林業の振興
市民農園・自然観察会などの活用

大規模な都市公園
自然・歴史資源との一体的な公園整備

公園機能の拡充整備

河川・調整池など
親水空間の整備と水質向上

護岸の多自然化やビオトープ
＊

の整備保全

市街地の小さなみどり
宇治市名木百選保全の推進

環境教育や市民参加行事との連携

水とみどりのネットワーク形成

生態系の保全に配慮した緑地・整備

緑地の維持管理・美化運動の展開

◎：主に施策に関わる者　○：施策に関わる者　　(＊)ビオトープとは、生き物が住みやすい環境を言います。

推進の施策への関わり
緑化に向けて次の４つを掲げ
各々の施策の推進・促進を図ります

宇治市における都市
緑化のモデル（手本）
となるよう緑化を推
進します

都市公園や道路・河川などの緑化推進
豊かなふれあいの場（緑道・親水空間など）の整備
防災性（避難・延焼防止）の向上に向けた施設緑化
ポケットパーク整備やまちかどふれあい花壇推進事業の展開による市街化地緑化の推進
水とみどりのネットワーク形成
生態系保全に向けたビオトープなどの整備・保全
官公庁施設での屋上緑化や壁面緑化の推進

市街地のみどりをま
もり育てていくため
には、民有地での緑
化が不可欠です

緑地協定や都市緑化基金事業の活用
屋上緑化や壁面緑化への啓発・誘導と、補助制度などの充実
工業地緑化の推進と農林地の保全
歴史資源との一体的な緑化による地域づくり

緑化活動への市民参
加と協力を受け入れ
る仕組みづくりを進
めます

緑地協定やまちかどふれあい花壇推進事業、都市緑化基金事業の継続展開
宇治市名木百選保全の推進
森林ボランティアや市民農園などの継続展開
緑化市民団体やＮＰＯ（非営利活動団体）の育成
教育活動との連携（ビオトープ整備・植樹など）
都市公園整備や美化活動などの市民参加イベントの展開

市民一人ひとりがみ
どりの大切さを認識

でき、主体的な緑化
活動を行える環境の
整備に努めます

宇治市植物公園での諸活動の充実
宇治市緑化フェアなどの啓発イベントの継続
環境教育を通じて子供たちへの啓発活動の展開
緑の顕彰制度などの新たな顕彰制度の創設

みどりの維持保全活動への市民参加
普及啓発パンフレットの配布

◎：主に施策に関わる者　○：施策に関わる者　　都市緑化基金事業には、生垣設置奨励事業、記念植樹事業、プランター設置事業が含まれます。

行　　政

宇
治
市

公
園
公
社

京
都
府

国

市
　
　
　
民

事

業

者

等

カワセミ（市の鳥）

●普及啓発活動と顕彰制度の推進●

●市民の参加･協力などの促進●

● 民 有 地 の 緑 化 推 進 ●

●公共公益施設の緑化の推進●

北山公園

行　　政
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市域は東西1 0 . 0 k m、南北1 0 . 7 k m、面積6 7 . 5 5hで、標高の最高点は5 9 0 m、

最低点 1 0 m です。市域の西側が市街地、東側が山地や丘陵地となっていま

す。山地や丘陵地が市域の３分２を占めています。丘陵地は市街地の東から

南の方向を包むように連なり、宇治川が南東から北西へと市街地を貫通して

います。市には自然や歴史文化のすばらしいみどりが数多く分布しています。

莵道稚郎子墓

西宇治公園

興聖寺の社

茶摘み

二子塚古墳公園

植物公園

萬福寺周辺のまちなみ

木幡池

巨椋池干拓地のケリ

宇治川と東部山地 天ヶ瀬森林公園を望む

アクトパル宇治

宇治上神社拝殿
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